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事前調査である C第 i図JC図版IV-1 J。

















る計画である。南北 2列，東西4列，合わせて 8区画の 10m正万グリッドを設定し，東から
西へB''C' .D' 'E'.p'，南から北へ18 . 1 9と呼称し，合わせてグリッド区画









博土課程 3年 間 内三真
樽士課程 3年 川文正智
樽土課程 1年 中村友情






調査期間 (第一次)昭和 49年 2月 12日-3月29日
(第二次)昭和 49年 4月22日-7月 10日
調査面積 約 800nf
なお，概報作成にあたって，吉野治雄氏の献身的な協力をえた。

































出されている。幅約 30._， 7 Ocm， 深さ約 3._， 20cmで，ほぽ東西・南北方向に走っているが，
不規則でその性格は不明である。中世以降の整地により遺構の上万は削られている。
白川砂層を切りこんで奈良時代の黒土の落ちこみがみられる。東西方向に長く延びる市酔守50
cm， 深さ 15.... 7 Oc勿の溝で， c ' -1 8グリッドおよびF I -1 8グリッドでは北へ曲走す
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るようである。聾や壷などを検出することができ， これに流れこむような小さな溝の中より，
和問開玲が出土している。 D I -1 9グリッドには，一見柱穴様のピット群が多く発見された。
掘立柱の建造物が寄在した可能性もあるが，残存状態がきわめて悪く建物としてまとまらない































































⑥奈良時代の壷 L図版四一 1J 
奈良時代の東西に走る講の中より出土。奈良時代初期の土師器の壷 1個体。復元完形。器



















で，唐草文軒平瓦 (KU 7 8 5 0・KU7860)，連巴文軒平瓦 (KU 7 8 0 0)，巴文





































第 1類 L図版 J-2， 3，図版XI-2 J 
縄文地の上に突帯を鮎付け，太く大きな爪形ないし刻目をその上に施した土器。船元 E式
に額似する。 3の土器はやや薄手でよりが異っており問題が残る。
事国類、図版 1-4，図版 XI-2; 
縦iζ走行する組い縄文地の上に，半載竹管で弧状の文慌を借いた土器。船元盟式に相当す
る。
第百類仁図版 1-5... 8，図版XI-2 J 
縄文の条が交互に深浅l乙押捺された縄巻縄文風の縄文を地代施し，その上に半裁竹管で弧
状の文様を描いた土器。船元町式に相当する。
第V類 L図版 1-9-29，図版週一 1J 
里木 1式に併行すると思われる土器を一括し， 3種に分類した。











。C種 L図版 1-28， 29J 爪形文を有する種で，器形及び半載竹管の使用法がA種
に類似するので便宜的にこの類に入れた。美濃地方の中富 I式に爪形文を施す例があり，
この種と関係があるかもしれない。
第H類〔図版 1-30--36・図版E・図版且図版週一 1・図版XH-2J 
中期末後期初頭といわれる土器を一括した。口縁部と胴部が接合するものが少ないので口
縁部Kよって 8種に分類し，胴部は個々に記述した。
oA種 L図版 1-30~36 ・図版 ll-37J rく」字状に内管する把手状の山形口縁を
有する胴のくびれた深鉢形土器。原則として 4つの山形になるようである。山形の頂部が
平坦な土器 (30) と，凸になる土器 (35・36・37)がある。縄文を有する土器は
すべて口縁上端にも縄文を施す (30・31・32)。先が平坦で断面の丸い工具による
押引沈線 (32・34) ，山形頂部の指頭圧痕 (35・37) ・外面からの片側穿孔 (36)
及び沈線を施した所の内面が出るくせ (32・33・34)は，年代的分布的限定が可能
であろう。 32・33・34は同一個体である。
o B種〔図版 R-38""""47J 所調加曽利E式的な流れの中で理解される土器を一括し
fこc 胴部は多条の垂下沈線 (39・47) ，垂下沈線の上端が連結したもの (40) ， 
「ハ」字状ないし三角形に懸垂文が変化したもの(4 5・46)が描かれている杭すべ
て縄文は縦万向に施されている。口縁上端に縄文の施されている土器(4 2・44・46・
4 7) ， 口縁内面に縄文の施されている土器 (39・41・44)がある。先が平坦で断




。D種〔図版n-5 1・52 J 内笥する口縁部氏 2本の平行犯線を施し，その聞を棒状
工具で1列l乙刺突した土器。口縁上端K縄文を施した土器 (51)が多い。
o E 種〔図版 ll-53""""56~ 磨消縄文の発達した土器で胴がややくびれる深鉢形土器
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(5 3・54・55) と注口土器ないし壷形土器 (56)がある。中津式K類似するが口
縁部が肥厚しない点で異る。
.) F 種 L図版 n-57~60 よ E種に類似した土器であるが，口縁上端 (57・58・
6 0)や内面 (58・59・60 )に縄文を施すこと g 沈線を施した所の内面が出るくせ
(5 7・58・59・60)等でE種と区別される。 58・59 ・60は同一個体の可能
性が強い。
。G樟 L図版I-6 1 : 口縁部の内外面に横方向に縄文を施し，類部以下間隔をあけて
縦方向に縄文を施した土器。口縁上端の施文は不明である。
。H種え図版1-62.，64) 縄文だけの土器を一括した。口縁部を肥厚させたもの
(6 3・64)は，将来，一種を形成するのであろう。 63は，口縁上端， 6 4は，内面
に縄文が施されており，また肥厚のさせ方は， B種46と類似する。口縁部を肥厚させな
い土器にも，口縁と端・内面tζ縄文を施したものがある。
凶版ID.6 5 ~ 7 71:t.， 第H類に所属する胴部である。 65は，沈線を施した所の内面が出
ており， A種の 32等と同一個体の可能性がある。 66・67および68・69は，それぞ
れ同一個体で， 71・72と共同 B種の胴部であろう。
7 0は，沈線を施した所の内面が出ており， B種の沈線には， このくせが見られないので，
F種かもしれない。 73は，縄文地の上を棒状工具で弧状文を描いており，星田式的であり，





















①切目石錘に図版 I町一 1J 
7 0点以上出土しており，すべて渡辺誠のいう切目石錘A種である。軟かし、小型の円擦の
両端を両側から削って切目を作っている。若干欠けている 95 gが最も重く， 8 gが最も軽







4点出土しており，すべて 10cm，._ 12c勿の破片で，復元長は 15c:忽を ζ えない。パチ形
のものが1片ある。ノッチを片側K持つものは，打製石斧ではない可能性が強い。
④磨製石斧〔図版 XVI-2 J 
5点出土しており， 4点は，断面長方形の定角式磨製石斧であり，他の l点は，断面が横
に広い六角形を呈する磨製石斧である。前者は， 2点が砂岩， 2点が変成岩で，復元長12 
C偽最大幅 6c1lt~母である。後者は，前者と石質が異なり，復元長 1 0 吻最大幅4C1ltである。










形のもの 16 X 8c夙破片 10 X 8c勿で，ともに，端から 1/3 の所!L，右上りの凹んだ使
用痕がみられる。















プレ縄文期の石器の存在を示す縦長剥片が2点， D I -1 9 -1 1区先史第 E層及び， D' 
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8 暗褐色砂質土層 (先史第E屑)
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